
２
０
０
２
年
の
尾
瀬
は
、

長
蔵
小
屋
に
よ
る
廃
材
や
空

き
缶
な
ど
の
不
法
投
棄
問
題
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話

基
地
局
問
題
、
そ
し
て
尾
瀬

沼
畔
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
問

題
、
山
の
鼻
地
区
の
旧
公
衆

ト
イ
レ
の
浄
化
槽
埋
設
問
題

な
ど
が
相
次
ぎ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク(

Ｎ
Ｗ)

も
抗
議
行
動
等

に
忙
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
等
に
よ
り
報
道
さ
れ

た
の
で
既
に
ご
存
知
と
思
い

ま
す
が
、
地
元
三
県(

群
馬
、

福
島
、
新
潟)

の
地
方
紙
や

全
国
紙
の
地
方
版
、
Ｔ
Ｖ
の

ロ
ー
カ
ル
局
に
よ
る
報
道
が

中
心
で
、
全
国
的
に
情
報
が

流
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

し
ぶ
と
い
長
蔵
小
屋

「
Ｎ
Ｗ
通
信
」
の
前
号

(
０
２
年
９
月
22
日
号)

に
も

書
き
ま
し
た
が
、
全
修
協
で

案
内
し
た
近
畿
地
区
の
皆
さ

ん
は
、
長
蔵
小
屋
問
題
に
最

初
は
半
信
半
疑
で
し
た
。

そ
の
長
蔵
小
屋(

平
野
太

郎
社
長)

と
一
部
従
業
員
が

７
月
に
廃
棄
物
処
理
法
違
反

容
疑
で
書
類
送
検
さ
れ
、
11

月
11
日
に
福
島
地
裁
会
津
若

松
支
部
で
初
公
判
が
開
か
れ

た
の
で
す
が
、
被
告
人
の
冒

頭
意
見
で
長
蔵
小
屋
側
は
次

の
よ
う
に
申
し
立
て
て
い
ま

す
。「

…
旧
別
館
の
解
体
工
事

に
と
も
な
い
、
起
訴
状
に
記

載
さ
れ
た
日
時
、
場
所
に
お

い
て
、
起
訴
状
の
記
載
と
ほ

ぼ
同
じ
重
量
の
『
木
片
等
』

を
地
中
に
埋
め
た
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
行
為
が

『
一
般
廃
棄
物
…
を
地
中
に

投
棄
』
す
る
行
為
で
あ
る
か

否
か
は
わ
か
ら
な
い
」

「
起
訴
状
と
同
様
の
量
の

『
圧
縮
さ
れ
た
空
き
缶
』
等

を
利
用
し
て
長
蔵
小
屋
新
別

館
出
入
り
口
付
近
の
ア
プ
ロ
ー
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チ
の
整
備
作
業
を
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
」

「
し
か
し
、
こ
の
行
為
は

『
会
社
の
企
業
活
動
に
と
も

な
っ
て
排
出
さ
れ
た
産
廃
で

あ
る
金
属
く
ず
等
を
地
中
に

投
棄
』
す
る
行
為
で
は
な
い
」

弁
護
人
が
三
人
つ
い
て
い

て
の
冒
頭
意
見
と
は
言
え
、

な
ん
と
も
厚
か
ま
し
く
、
往

生
際
の
悪
い
こ
と
か
。
ヤ
ナ

ギ
ラ
ン
の
丘
で
ご
先
祖
さ
ま

た
ち
が
泣
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ア
ン
テ
ナ
引
っ
込
む

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

大
清
水
と
鳩
待
峠
に
ド
コ
モ

の
基
地
局(

ア
ン
テ
ナ)

が

開
局
し
ま
し
た
。
当
初
の
計

画
で
は
、
見
晴
と
尾
瀬
沼
に

も
建
設
す
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。
そ
こ
で
Ｎ
Ｗ
も
加
盟

し
て
い
る
尾
瀬
を
守
る
会
が

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
申
請
者
の

片
品
村
長
、
環
境
省
北
関
東

自
然
保
護
事
務
所(

日
光
事

務
所)

な
ど
へ
抗
議
を
行
い
、

見
晴
と
尾
瀬
沼
は
断
念
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
建
設

条
件
付
き
で
容
認
へ

０
２
年
に
環
境
省
か
ら
計

画
説
明
を
受
け
、
抗
議
を
行
っ

た
結
果
、
計
画
を
縮
小
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
、
最
終
案
の

提
示
を
待
っ
て
い
る
の
が

「
平
成
15
年
度
尾
瀬
沼
園
地

整
備
事
業
」
の
目
玉
で
あ
る

ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
問
題
で
す
。

10
月
25
日
に
晩
秋
の
尾
瀬

沼
畔
で
山
小
屋
関
係
者
、
尾

瀬
を
守
る
会
の
構
成
６
保
護

団
体
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を

招
い
て
日
光
事
務
所
の
現
地

説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
蔵
小
屋
の
い
わ
く
つ
き
旧

別
館
跡
地
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を

設
け
、
急
患
の
搬
送
を
は
じ

め
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
横
の

公
衆
ト
イ
レ
の
汚
泥
搬
出
、

長
蔵
、
尾
瀬
沼
ヒ
ュ
ッ
テ
の

２
つ
の
山
小
屋
の
物
質
輸
送
・

廃
棄
物
搬
出
を
行
う
と
い
う

も
の
で
、
当
初
計
画
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
し
た
。

？　
長
蔵
小
屋
か
ら
国
に
返
還

さ
れ
る
旧
別
館
跡
地
約
１

？

８
０
０
　
の
う
ち
１
３
０

？
０
　
を
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し

て
利
用
す
る
。

？　
木
材
を
敷
い
て
４
ｍ
四
方

の
着
陸
用
デ
ッ
キ
と
約
５

？
０
　
の
荷
揚
げ
荷
下
し
用

デ
ッ
キ
を
設
け
る
。

？　
汚
泥
搬
出
や
山
小
屋
へ
の

リ
ヤ
カ
ー
に
よ
る
物
品
運

搬
の
た
め
、
新
た
に
約
５

２
５
ｍ
の
木
道
を
整
備
す

る
。

？　
ヘ
リ
の
離
着
陸
に
支
障
を

来
す
一
部
の
樹
木
を
伐
採

又
は
移
植
す
る
。

白
紙
撤
回
求
め
る

説
明
会
で
は
、
尾
瀬
を
守

る
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
不

法
投
棄
の
跡
地
だ
け
に
緑
化

す
べ
き
だ
」
「
食
料
は
あ
く

ま
で
も
背
負
っ
て
運
べ
」

「
木
道
を
新
設
す
る
な
」
な

ど
抗
議
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し

た
が
、
日
光
事
務
所
の
反
応

は
、
「
あ
く
ま
で
も
説
明
会
」

の
域
を
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

守
る
会
で
は
、
こ
の
説
明
を

受
け
、
た
だ
ち
に
東
京
で
幹

事
会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
。

計
画
の
「
白
紙
撤
回
」
を
求

め
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

11
月
８
日
、
環
境
省
国
立
公

園
課
と
日
光
事
務
所
に
対
し
、

「
尾
瀬
沼
畔
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建

設
計
画
の
白
紙
撤
回
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
主

？

な
内
容
は
、
　
今
回
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
建
設
が
尾
瀬
全
域
で

前
例
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

？　
ヘ
リ
運
行
に
あ
た
っ
て
環

境
省
の
管
理(

チ
ェ
ッ
ク)

能
力
に
は(

マ
ン
パ
ワ
ー
の

面
で)

？

限
界
が
あ
る
　
Ｖ
Ｉ

Ｐ
な
ど
の
ヘ
リ
に
よ
る
入
山

の
恐
れ
が
あ
る
…
な
ど
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
光
事

務
所
は
０
３
年
１
月
29
日
に
、

縮
小
案
を
提
示
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の

と
お
り
で
す
。

？　
２
基
の
デ
ッ
キ
設
置
は
や

め
、
作
業
用
デ
ッ
キ
１
基

で
緊
急
離
着
陸
用
を
兼
用

さ
せ
る
。

？　
デ
ッ
キ
の
構
造
も
緑
地
保

護
の
た
め
板
敷
き
を
や
め
、

グ
レ
ー
チ
ン
グ
工
法(

鉄

網
敷
き)

と
す
る
。

？　
木
道
の
総
延
長
を
当
初
計

画
よ
り
１
０
９
ｍ
縮
小
し

て
４
１
７
ｍ
と
す
る
。

守
る
会
は
こ
の
縮
小
案
を

受
け
て
、
条
件
付
き
で
容
認

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
尾
瀬
沼
地
域
で
三

者
が
ば
ら
ば
ら
に
運
用
し
て

い
た
ヘ
リ
輸
送
を
、
一
ヶ
所

に
集
約
し
て
環
境
省
の
監
督

下
に
秩
序
を
も
っ
て
運
用
さ

れ
る
ほ
う
が
好
ま
し
い
と
判

断
し
た
た
め
で
す
。

２
月
14
日
、
再
要
望
書
を

？

提
出
、
条
件
と
し
て
　
山
小

屋
へ
の
空
輸
は
週
一
回
程
度

？

に
と
ど
め
る
　
運
用
基
準
を

公
表
し
、
運
行
実
績
を
月
一

？

回
公
開
す
る
　
資
材
等
の
搬

入
に
あ
た
っ
て
は
、
外
来
植

物
の
侵
入
を
防
止
す
る
処
置

を
義
務
づ
け
る
…
な
ど
９
項

目
の
修
正
案
を
提
示
し
ま
し

た
。意

識
に
大
き
な
ず
れ

こ
う
し
た
一
連
の
抗
議
行

動
は
、
Ｎ
Ｗ
単
独
で
は
残
念

な
が
ら
実
行
で
き
な
い
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
抗
議
で
き

る
の
は
平
日
だ
け
と
い
う
の

も
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
複
数
先
へ
抗
議
す
る

と
き
は
、
と
く
に
無
力
感
を

持
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
抗
議
行
動
中
に
痛

感
す
る
の
は
、
保
護
す
る
側

と
利
用
す
る
側
と
の
間
に
、

意
識
の
大
き
な
ず
れ
が
あ
る

こ
と
で
す
。
学
者
や
財
団
関

係
者
の
一
部
が
「
利
用
し
な

が
ら
保
護
す
る
」
と
発
言
す

る
の
も
、
そ
の
一
端
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。

(

高
橋 

喬)
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７
月
５
、
６
日
に
行
わ
れ

た
至
仏
山
東
面
登
山
道
実
態

調
査
に
初
め
て
参
加
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

か
つ
オ
ゼ
ソ
ウ
、
ジ
ョ
ウ
シ
ュ

ウ
ア
ズ
マ
ギ
ク
、
イ
カ
リ
ソ

ウ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
…
等
々
、

多
く
の
貴
重
な
高
山
植
物
に

も
出
遭
え
た
調
査
山
行
で
し

た
が
、
山
頂
の
人
混
み
、
高

天
原
か
ら
下
の
登
山
道
の
破

壊(

蛇
紋
岩
塊
の
崩
落
、
土

壌
の
流
失
、
破
壊
面
積
の
拡

大
等)

の
現
状
を
間
近
に
見

て
、
急
傾
斜
地
・
蛇
紋
岩
地

帯
の
植
生
復
元
の
難
し
さ
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

私
な
り
に
感
じ
た
ま
ま
に
、

登
山
道
の
破
壊
防
止
や
植
生

復
元
の
対
策
を
述
べ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
面
登
山
道
は
、
高
天
原

付
近
か
ら
森
林
限
界
ま
で
は

蛇
紋
岩
帯
の
草
地
や
潅
木
の

中
を
直
線
的
に
急
傾
斜
で
結

ん
で
い
る
。

最
初
は
入
山
者
の
踏
圧
が

き
っ
か
け
と
な
り
裸
地
化
が

進
み
、
や
が
て
岩
塊
露
出
部

や
小
凹
部
が
で
き
、
そ
こ
が

流
水
の
集
積
域
に
な
り
、
大

雨
の
時
、
激
流
に
よ
り
凹
部

の
両
サ
イ
ド
が
少
し
づ
つ
崩

れ
、
入
山
者
の
増
加
と
相
俟
っ

て
今
日
の
荒
廃
状
況
を
作
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

○
裸
地
拡
大
の
防
止
…
蛇
篭

を
増
や
す
。
サ
サ
域
を
拡

大
す
る
。
雨
食
・
土
壌
の

流
失
防
止
の
た
め
、
植
生

域
と
裸
地
域
の
境
界
部
に

ア
ヤ
メ
平
方
式(

現
地
で

採
取
し
た
種
を
播
種
、
サ

サ
の
移
植
な
ど)

を
取
り

入
れ
る
。

登
山
道
脇
の
下
部
が
え
ぐ

ら
れ
、
崩
壊
を
起
こ
し
そ

う
な
個
所(

ノ
ッ
チ
部)

に

は
土
嚢
・
砂
嚢
を
試
験
的

に
積
ん
で
み
る
。

雨
天
時
の
水
流
の
流
路
を

予
測
し
、
そ
の
変
更
あ
る

い
は
分
散
を
試
み
る
。

○
入
山
者
に
対
し
て
踏
み
跡

拡
大
防
止
の
指
導
を
徹
底

す
る
。(

一
部
に
ル
ー
ト

変
更
に
よ
る
拡
大
部
分
が

見
ら
れ
る)

○
蛇
篭
の
工
夫
…
蛇
篭
は
そ

れ
な
り
に
土
壌
流
失
防
止

の
効
果
が
見
ら
れ
る
が
、

更
に
蛇
篭
の
サ
イ
ズ(

長

さ
、
太
さ
、
網
目
の
粗
さ
、

封
入
礫
の
大
き
さ)

を
複

数
用
意
し
、
固
定
方
法
と

配
置
の
仕
方
等
を
研
究
し

土
壌
流
失
を
よ
り
効
果
的

に
防
ぐ
工
夫
を
す
る
。

蛇
篭
は
ノ
ッ
チ
部
を
除
い

て
、
蛇
篭
の
上
を
水
が
流

れ
る
程
度
に
直
径
を
小
さ

く
す
る
。

蛇
篭
と
裸
地
・
ノ
ッ
チ
部

の
境
は
細
礫
や
移
植
土
壌

な
の
で
埋
め
る
。

目
の
細
か
い
蛇
篭
に
砂
利

レ
ベ
ル
の
礫
を
入
れ
て
棚

田
の
よ
う
に
配
置(

畦
程

度
の
低
い
堤
防)

し
、
少

し
で
も
平
坦
地
を
造
り
、

雪
解
け
水
や
雨
水
の
高
速

流
下
を
阻
止
す
る
。

○
散
乱
す
る
岩
塊
は
、
そ
れ

に
よ
る
侵
食
力
を
少
な
く

す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
大
き
さ
の
岩
石
を
、

ど
う
よ
う
に
配
置
す
る
が

良
い
の
か
研
究
す
る
。

○
山
体
破
壊
を
防
止
す
る
た

め
、
急
傾
斜
地
に
お
い
て

岩
石
崩
壊
の
危
険
が
予
想

さ
れ
る
個
所
は
ネ
ッ
ト
を

か
け
、
入
山
者
の
安
全
に

も
配
慮
す
る
。

（
土
壌
が
流
失
し
て
地
中
の
岩

盤
が
露
出
し
た
東
面
登
山
道

　
　
撮
影 

永
島
勲
）

○
現
在
、
標
高
１
８
０
０
メ
ー

ト
ル
付
近
で
行
な
っ
て
い

る
植
生
の
試
験
的
復
元
作

業
を
本
格
的
復
元
作
業
に

格
上
げ
し
て
広
範
囲
に
実

施
す
る
。

…
な
ど
、
破
壊
速
度
を
遅

く
さ
せ
る
い
く
つ
か
の
手
立

て
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

と
同
時
に
毎
年
ど
の
く
ら
い

裸
地
が
拡
大
し
て
い
る
の
か
、

ど
の
様
に
し
て
拡
大
し
て
い

く
の
か
、
管
理
者
が
ど
の
様

な
構
想(

？
注
　)

を
持
っ
て

い
る
の
か
、
土
壌
浸
食
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
お
よ
び
環

境
工
学
的
に
破
壊
を
止
め
る

方
法
が
な
い
の
か
、
保
護
関

係
者
、
土
木
・
工
学
技
術
関

係
者
、
行
政
担
当
者
等
で
破

壊
防
止
と
復
元
に
つ
い
て
、

今
後
検
討(

？
注
　)

し
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
感
じ

た
次
第
で
す
。

ま
た
、
次
回
の
調
査
に
も

是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

(

？
注
　)

尾
瀬
の
将
来
構
想
に

つ
い
て
は
平
成
14
年
10
月
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
む
六
団

体
で
構
成
す
る
「
尾
瀬
を
守

る
会
」
で
提
言
を
行
な
い
ま

し
た
。

(

？
注
　)

現
在
「
至
仏
山
保
全

緊
急
対
策
会
議
」
で
検
討
し

て
お
り
、
平
成
16
年
度
か
ら

検
討
結
果
に
基
づ
く
対
策
が

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

(

棚
橋
　
収)
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至
仏
山
東
面
登
山
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実
態
調
査
に
参
加
し
て



02
年
群
馬
側
活
動
報
告

６
月
21
？　
〜
23

？
日
　
雷
雨

清
水
博
之
、
棚
橋
収
、
山

本
誠
剛
、
坂
本
敏
子
、
深
山

美
子

21
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

？　
・
携
帯
電
話
持
ち
込
み
に

対
す
る
署
名

諸
般
の
事
情
に
よ
り
署
名

活
動
し
な
い

？　
・
シ
カ
調
査
と
尾
瀬
高
校

尾
瀬
ネ
ッ
ト
６
名
尾
瀬
高

校
側
13
名

22
日
雷
雨 

６
時
〜
並
木
駐

車
場
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
運
動
と
尾
瀬
ガ
原
入
山
指

導９
時
30
分
か
ら
鳩
待
峠
で
入

山
指
導
後
、
山
の
鼻-

牛
首

-

山
の
鼻
自
然
園
で
尾
瀬
ガ

原
の
植
物
湿
原
池
塘
を
解
説
。

尾
瀬
ロ
ッ
ジ
で
大
橋
文
江
合

流23
日
朝
８
時
以
降
小
雨
、
帰

路
入
山
指
導

９
月
14
？　
〜
16

？
日
　
晴

佐
藤
信
良
、
安
部
晃
樹
、
山

本
誠
剛
、
坂
本
敏
子
、
深
山

美
子
、
長
島
睦
世

14
日
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

？　
・
尾
瀬
ガ
原
、
至
仏
山
登

山
道
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
運
動

？　
・
シ
カ
調
査
と
尾
瀬
高
校

尾
瀬
ネ
ッ
ト
６
名
尾
瀬
高
校

側
４
名

15
日
晴 

６
時
〜
並
木
駐
車

場
で
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
運
動
と
至
仏
山
・
尾
瀬
ガ

原
入
山
指
導
。
８
時
30
分
か

ら
鳩
待
峠
で
入
山
指
導
後
、

山
の
鼻-
牛
首
で
植
物
湿
原

池
塘
浮
島
を
解
説
。

16
日
朝
８
時
以
降
本
格
的
な

雨
、
帰
路
入
山
指
導

担
当 
山
本 
誠
剛 

２
０
０
３
年
度

総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

既
に
会
員
の
方
宛
に
総
会

の
案
内
を
発
送
し
て
お
り
ま

す
が
、
０
３
年
度
尾
瀬
ネ
ッ

ト
総
会
を
左
記
の
日
程
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
０
３
年
４
月
12

？
日
　

13
時
〜

会
場
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

８
階
８
０
８
会
議
室

？

本
年
度
の
主
な
議
題
は
　

02

？

年
度
活
動
報
告
　
03
年
度

活
動
計
画(

案)

？　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
の
件

ま
た
総
会
後
に
群
馬
県
立

尾
瀬
高
等
学
校
自
然
環
境
科

教
諭
松
井
孝
夫
氏
の
特
別
講

演
「
自
然
環
境
科
で
は
何
を

学
ん
で
い
る
か(

仮
題)

」
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

03
年
度
活
動
計
画(

案)

来
年
度
の
現
地
活
動
日
程
案

が
幹
事
会
に
て
検
討
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
４
月
12
日
の
総
会
に

て
承
認
さ
れ
る
ま
で
は
活
動
案

で
あ
り
、
決
定
事
項
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
年
度
の
現
地

活
動
の
予
定
を
立
て
ら
れ
る
方
々

へ
の
目
安
と
し
て
、
お
知
ら
せ

し
て
お
き
ま
す
。

決
定
し
た
日
程
に
つ
い
て
は

次
号
に
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
参
加
希

望
者
は
03
年
度
総
会
以
降
に
、

各
担
当
幹
事
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

会
員
の
皆
様
の
活
動
が
会
を

支
え
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

至
仏
山
東
面
登
山
道
調
査

７
月
11

？
日
　
、
12

？
日
　

担
当
幹
事 

永
島
勲

福
島
側
入
山
指
導

５
月
23

？
日
　
〜
25

？
日
　

６
月
13

？
日
　
〜
15

？
日
　

７
月
19

？
日
　
〜
21

？
日
　

？

８
月
８
日
　
〜
10

？
日
　

９
月
19

？
日
　
〜
21

？
日
　

10
月
11

？
日
　
〜
13

？
日
　

担
当
幹
事 

磯
部
義
孝

佐
藤
信
良

群
馬
側
入
山
指
導

？

？

６
月
６
日
　
〜
８
日
　

？

？

７
月
４
日
　
〜
６
日
　

？

？

９
月
５
日
　
〜
７
日
　

担
当
幹
事 

山
本
誠
剛

野
生
ジ
カ
調
査？

？

７
月
５
日
　
、
６
日
　

？

？

９
月
６
日
　
、
７
日
　

担
当
幹
事 

坂
本
敏
子

指
導
員
養
成
講
座

８
月
28

？
日
　
〜
31

？
日
　

担
当
幹
事 

永
島
勲

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料

変
更
の
お
知
ら
せ

尾
瀬
ネ
ッ
ト
の
現
地
活
動
時

の
保
険
と
し
て
希
望
者
の
方
に

ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
が
２
０
０
３
年
度
よ

り
１
０
０
円
値
上
が
り
し
、
１

５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
来
年

度
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(

事
務
局
長
　
椎
名
宏
子)

尾
瀬
自
然
保
護
指
導
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
は
、
既
に
解
散
し
た
尾
瀬
の

自
然
を
守
る
会
の
自
然
保
護
指
導

員
の
有
志
が
一
九
九
七
年
三
月
に

設
立
し
た
「
尾
瀬
の
自
然
保
護
活

動
を
実
践
」
し
て
い
る
民
間
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
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